
 

                

 

 

八王子城跡における野生動物の鳴き声について 

５月３１日早朝、元八王子町３丁目の八王子城跡内・御主殿の滝付近で、野生動物

の鳴き声を聞いたという通報がありました。 

現地周辺ではサル・シカ・イノシシの目撃情報も寄せられていますが、前日の５月

３０日正午頃、同地点で入山者がクマを目撃したとの報告があったことから、現地で

は、クマ目撃情報の張り紙や声掛けにより、入山者に注意を呼びかけています。 

なお、本件はツキノワグマの生息域内での情報となります。 

 

１ 経  緯 

  午前５時１０分頃  八王子城跡の入山者から高尾警察署に「御主殿の滝付近で 

野生動物の鳴き声が聞こえた」との通報。 

            その後、高尾警察署が現地にて、クマがいないことを確認。 
 
                 

２ 対  応 

現地では、八王子城跡方面及び登山道の入口で、クマの目撃情報の張り紙を引き

続き掲出するともに、声掛けにより入山者への注意を呼びかけています。 

また、八王子城跡ボランティアガイドの活動を当面休止しました。 

市では、警察等の関係機関と連携し、引き続き注意喚起を行っていきます。 

 

３ 注意喚起  

・山林やその周辺では単独での行動を避け、鈴やラジオ等を用いて音を出し、自

身の存在を知らせましょう。 

・早朝や夕方など活動が活発な時間帯の外出は、可能な範囲で控えてください。 

・万が一クマを目撃した場合は刺激せず、背を向けて走ることなく、静かに距離

を取ってください。 

・親子のクマは、子グマを守るため攻撃的になる傾向があることから、特に注意

が必要です。子グマを見かけた場合は、母グマが近くにいる可能性が高いため、

近づいたり写真撮影をしたりせず、速やかにその場を離れてください。 
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